
Title 森喜一著 日本労働者階級状態史
Sub Title
Author 飯田, 鼎

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1962

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.55, No.11 (1962. 11) ,p.1041(81)- 1042(82) 
JaLC DOI 10.14991/001.19621101-0081
Abstract
Notes 新刊紹介
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19621101-

0081

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


，輪3
5

国
^

あ
る
西
欧
相
互
間
の
貿
易
が
他
の
；地
^

:

易
ょ
：り
滴
^
成
長
を
示
し 

た
こ
と
■
は
当
然
で
あ
る
。」

S
S

T

 

.
一
 

四1
1

頁)

V:
'

第

五

章

の
.

；
I

;

九六
；：

一

年

に

お
.
'け.

る第
-:

一
せ
商
.品

輸

出

国

の

経

済

状

態 

ま

だ̂

1

次
產
業
が
総
生
車
の
：中
で
：占

め

る

比

：重
が
圧
倒

的

で

あ

る

た

め

ぃ

：経 

済

成

長

率

も
.
そ

め
®

^

の
自
然
的
条
件
：に
支
；配
ざ
：れ
一
；般

的

景

気

動

向

ヌ

は

成 

長
率
に
つ
い
て
要
約
す
る
こ
と
は
出
米
な
い
。
だ
だ
し
い
ず
れ
の
.後
進
地
域
に 

つ
い
て
も
•

-—
*

九
.六

〇

年

に

ひ

き

つ

づ

ぎ

国

際

収

支

が

経

済

成

長

を

制

約

す

る 

最

大

の

要

因

と&
づ

た
...,
0
:第

四

章

に

述

：ベ
ら
れ
龙
様
な
西
欧
：の
：景

気

動

*E

は
：

一
九̂

」

'
年
の
同
地
域
の
、第
_-_
-
次
商
品
^

対
す
る
需
要
を
ひ
ズ
取- '>1

方
こ
れ 

を
お
者
な
ぅ
だ
け
の
需
要
増
：加
は
北
米
の
景
気
回
復
ょ
り
は
期
游
出
来
ず
、
：：：共 

鹿
圏
諸
国
向
け
輸
出
-
^
毎
年
増
大
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
ま
だ
総
額
と
し
て
は
少 

い
と
い
0
だ_

情
沧
反_
映

し

：
、
；

.
第.
ー：次
商
品
価
格
ば
前
年
度̂.

り
11
:
:
ぬ
低
下
し" 

交
易
条
件
の̂

^
を
み
ち
び
い
だ
。

:

第
六
章
の
,—
*

九
六
^

年
^
お
け
る
生
產
圈
諸
国
の
経
済
忙
沒
い
ー
て
は
フ
緣 

成
長
率
は
依
然
と
し
て
高
い
务
数
牢
来
^
く
ら
べ
れ
ば
低
各
り
ソ
虫
并
の
経 

済
成
長
は
：ニ
年
に
わ
た
る
農
業
坐
産
の
停
滞
に
ょ
り
い
ち
じ
る
し
く
低
か
っ
た 

点
を
強
調
し
て
い
る
'0

そ
の
他
の
国
々
に
お
V

て.
も
、ぺ
農
業
生
産
め 

費
の
の
び
：を
お
さ
え
る
最
大
の
要
因A

I

な
つ
た
と
述
べ
、：
又
>
 

共
産
圈
の
&

ソ々 

'

と
そ
め
他
の
地
域
と
.

：
の

貿

易

は

：

.:
-
九

六0

年
に(

ひ
き
っ.
づ
き
增
大
し
た
，こ
と
を
：

、
 

八
〇

(

一
〇
四
〇)

： 

.

.示
し
て
い
.■る

。

V

 

:
.
以
士
0
様

^'
今
回
の
：白
書
は
、：
1

1

と
：い
ぅ
後
進
国
中
心
の
問
題
を
第
.ー
 

部
の
長
期
分
析
で
と
り
上
げ
た
た
め
、
広
範
な
統
一
的
国
際
比
較
と
'い
5

従
来 

V:

の
魏
点
が
朱
わ
れ
，
.
前
年
度
白
書
又
は
：そ
.の
前
の
場
合
：に
お
け
る
様
な
章
相
互 

の
関
連
性
が
少
く
な
っ
た
。
'そ
の
た
め
‘
第
—*
章

の

第

一

'

^

^

品

輸

出

国

の

工

業
 

.
化

政

策

*'.
'
第1

一
；
一

章

の

共

産

圏

諸

国

の

：
そ

れ

^

の
：.

対
比
な
：ど
興
味
あ
.る
問
題
を 

.
含
み
な
が
ら
ズ
こ：

れ
を
特
に
.と
り
あ
げ
て
分
析
す
る
と
い
'ぅ

方
向
を
.と
っ
て
い 

':

な
い
の
は
残
：念
に
：思
わ
れ
る
。H

業

化

と

0

-問
題
を
上
^
え
た
場
合
に 

も
、：：，先
進
国
と
後
進
国
名
の
経
済
カ
の
差
に
従
0
.て
广
と
れ
：に
と
も
な
ぅ
経
済 

:

問
題
の
性
質
の
ち
が
い
は
ノ
は
ら
き
り
と
こ
と
匕
示
さ
れ
て
い
る
'.
.即
ち
、
先 

進

国

:0
エ
業
化
.の
摘
題
と
は
、
，む
し
ろ
エ
業
化
に
ょ
っ
：て
び
き
お
こ
さ
れ
る
、

''
.諸

問

題(

地
域
差
、''
'
:
.
技
術
革
新
：に
：ょ
る
失
業
、
：特
定
の
産
業
対
歡
等
> 
に
つ
い 

て
で
あ
.り
、
：後
^

!Lで
：：

は
エ
樂
化
も
ま
だ
ば
じ
ま
っ
た
ば
か
り
、
い
か
に
資
本 

財
を
調
達
し
，
年
々
增
大
す
る
人
ロ
、を
養
い
、
低
い
消
費
水
準
を
向
.上
す
る
か 

,と
い
っ
た
難
問
題
を
か
か
え
な
が
ら
、
工
業
化
を
達
成
す
る
か
に
つ
い
て
で
あ 

'.
る
。
.
第
二
部
の
一
九
六一

年
の
経
済
動
向
に
お
いV

明
ち
か
.
に

，
さ

れ

た

様

な

最
 

.
近f

第

，
一

次

藤

品

価

格

.

の
卞
落
、：
エ
業
化
ぃ
に
必
要
と
さ
れ
る
資
本
財
輸
ス
の
重 

.
:
:
要
性
を
考
え
あ
：わ
せ
^
と
、:.
:
'今
回
め
.白
書
は
後
進
国
発
展
吖
困
難
さ
を
如
実
に 

指
摘
し
た
も
の
で
ぁ
る
と
ぃ
ぇ
る
で
ぁ
ろ
ぅ
。

'

,

|

八
月
2:
日——

新

刊

紹

介

一
 

.
 

.

.

.ゾ

森

喜

1

著

,

.

『

日
本
労
働
者
階
級
状
態
史

』

：

，

，

■

わ
が
国
の
労
働
運
動
史
の
研
究
は
、_

め
ー
ー
ー
0

年
 

前
後
、
い
わ
ゆ
る
日
漭
戦
箏
後
の
産
槳
資
本
の
確
立
：
 

期
を
も
っ
て
は
.じ
め
b
れ
る
の
が
つ
ね
で
あ
る
。.
し 

か
し
労
働
者
階
級
の
運
動
の
研
究
に
と
っ
て
、
欠
く 

.こ
と
の
で
き
な
い
労
働
者
階
級
の
.双
■
史
の
研
究 

は
，
今
迄
必
ず
し
も
重
要
視
さ
れ
た
わ
げ
で
は
な
か 

.

っ
.た
^
た
と
ぇ
ば
”

興

早

八

十

ー

一

氏

の

「

日

本

社

会

； 

政
策
史」

•:(

日
本
評
論
社)

や
隅
谷
三
喜
男
氏
.
.の
'-
.
日 

本
貨
労
働
史
論」

■
の
ょ
う
な
す
ぐ
れ
た
m'
M
が
'生 

み
出
さ
れ
た
.と
は
い
え
、
ク
チ
ン.
ス

キ

ー( 

K
u
c
z
y
n
s
s

の
い
わ
ゆ
る《

労
働
者
階
級
状
態
史》

. 

Die 

Geschichte 

der 'Lage 
窆
 A
r
b
e
i
t
e
r
.

と 
V 
う
' 

視
角
に
お
け
る
業
辕
は
な
れ
ま
で
突
に
皆
無
で
あ
い
っ 

た
と
い
っ
て
も
過
言
で
ば
な
い
。
こ
め
意
味
に
お
い 

て
，
ご
の
度
、森
喜
ー
氏
に
ょ
づ
て
、本
書
が
完
成
さ 

れ
た
こ
と
は
画
期
的
で
あ
り
、
ま
こ
.
.と
に
喜
ば
し
い
。

つ

ぎ

の

ょ

う

な

内

容

か

ら

㈣

っ
て
い
る
。
第

.—-

#-

.
新

视
:
'

紹

f

.賃
労
働
者
の
創
出
と
初
期
の
労
働
者
状
態
、
第
'一
節 

本
源
的
蓄
積
ど
賃
労
働
者
創
出
、
.第
一
'
'一.節
:'
.
:
.
資
本
の
.

:

本
源
的
蓄
積
と
資
农
龀
産
業
の
形
成
ブ
第m

節
：,'
初

， 

期
の
；労
働
者
状
態
、
第

- :

章

「

近
代
労
_

罾
砠
^

の
. 

形
成
と
.

成
長—

日
清
戦
争
後〜

第
一
.

次
大
戦
前
、
' '
.

■

第

一

節I

産
業
資
本
の
確
立.

と
独
占
形
成
r

第
一4
節
?>
;

労
働
者
階
級
の
形
成
と
労
働
運
動
の
'開
幕
I

日
清 

.
戦
争
後〜

日
露
戦
争
前
..
'
第

三

節

重

工

業

1

幹
}

•

..

労
働
者
の
増
大
と
階
M'
'
的

展

——

日
露
戦
争
後〜

.

第
一
次
大
戦
前
、
第

三

章

第

—*
次
世
界
大
戦
と
労 

働
者
階
級
、
第
一
：節
産
業
の
飛
躍
的
発
展
と
独
占 

資
本
主
義
の
確
立
、：.
第
.

二
節
'.
近
代
的
労
働
者
階
級
'
 

の
成
長
と
免
働
者
状
態
、一
第
三
節
.労
働
者
運
動
の 

'

.

新
段
階
'、
：：第
西
章
ゾ
大
戦
後
の
相
次
か
恐
慌
と
労
働 

者
階
級
、第

；！

節
へ
一
般
的
危
機
と
日
本
資
本
主
義
、

,.

第
一I

節

'労
働
者
の
^'
:
態
、
''
第

：三

節

.
労

働

者

運

動
 

.

と
労
働
政
策
、；
第

五

章

世

界

馨

恐

嗎

か

：ら
敗
戦 

"

ま.
で
っ
&
|
;

節
：：：世
界
経
済
恐
慌
と
：労
働
者
階
級
、
.:
:
 

第
二
節
'
戦
時
体
制
下
の
労
働
者
階
級
，あ
と
が
き
。
 

以
上
の
；目
次.
を
み
■れ
ば
明
ら
か
な
ょ
ぅ
に
、';本
書
'
' 

•
は
、
明
治
初
年
か
'ら
"
第
ー
ニ
次
世
界
大
戦
ま
で
の
日
：
 

本
の
労
働
者
階
級
の
状
態
に
か
：ん
ず
る
克
明
な
研
究 

.
で
あ
つ

て
、
' そ
の
特
徵
は
、.
铳
：£
資
料
が
敷
富
に
：卯
. 

ノ

•■

用
さ
机
0
唉
舞
的
な
齓
果
を
あ
た
え
て
い
る
春
で
あ

る
。
た
だ
読
ん
で
.い
て
感
じ
た
こ
と
は
、
.
日
本
の
資 

■
本
主
義
の
発
展
の
な
か
で
、

階
級
が
い
か
に 

•
闘
い
、
.且
つ
い
か
に
勝
利
を
し
め
、
あ
る
い
は
敗
北 

'
し
：た
か
.と
い
う.
歴
史
的
な
叙
述
は
、
ま
こ
と
に

克
明 

.
'且
.つ
歐
細
を
き
わ
め
そ
い
る
の
で
あ
る
が
.、.
い

か

.

.

.
に 

も
資
㈣
ま
.け
し
た
感
じ
で
、
わ
が
国
の
貴
労
働
の
特 

"
，
質
な
ど
が
明
確
_に
理
論
的
に
分
析
さ
れ
て
い
な
い
の 

，

.で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
も
っ
た
。

'

.

い
う
'

ま
で
も
な
く
、「

あ
と
が
き」

で
著
者
が
の 

ベ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
.

「

こ
の

歴
史
が
、

児
童
、

:

婦
人
労
働
者
を
は
じ
■
め
ほ
と
ん
ど
す
ベ
.て
の
労
働
者 

,

.

.の
、
生
身
か
ら
し
た
た
り
落
：ち
る
汗
と
あ
ぶ
ら
に
書 

か
れ
た
文
字
も
に
じ
.む
ほ
ど
の
惨
苦
の
記
録
で
あ
り 

:

:

:

、
労
働
者
の
こ
の
惨
苦
の
歴
史
は
、
日
本
資
本 

.

主
義
史
の
基
調
、
' 

資
本
蓄
積=

独
占
形
成
.
強
化
の 

:

要
求
す
る
大
量
の
人
間
労
働
犠
牲
史
と
し
て
展
開
さ 

.

れ
た
事
実
に」

本
書
の
執
筆
の
動
櫸
は
あ
っ
た
こ
と 

ば
事
実
で
あ
り
、'-
'

い
ま
ま
で
誰
も
果
さ
な
か
っ
た
、未 

開
拓
の
分
野
に
偉
大
な
一
歩
を
印
せ
ら
れ
た
そ
の
努 

.

_

力

i

尊
敬
に
：値
い
す
る
け
れ
ど
も
、
や
は
り
理
論
的 

な
：分
析
の
欠
如
は
否
定
し
え
な
い
と
思
う
。':
し
か
し 

:

著
者
は
、•「

本
書
は
、

私
の
.

労
_

殳
^
砠
を
上
の
第 

.

.
一.
里
程
標」

で
'

ぁ
る
こ
と
を
認
め
て
'お
ら
れ
る
し
、

'
’

「

労
働
史
の
理
論
的
.

究
明
を
念
願」

:
と
し
て
お
ら
れ

八 

一

ニ
 

0
四

一
)

'



る
の
で
、
や
釙
て
こ
o '
欠

陥

も

袖

わ

札

る

こ

と

%■
柳

待
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
著
^
の
す
ぐ
れ
た
突

践

；活

動

ど

学

問

的

.
M
心
に
心
が
ら
敬
會《

を
表
ず
る
^

:

:
同
時.
に
，''
:'労
働
間
題
：に
関
心
あ
る
す
べ
て'の
久
々
に.
：.

..
本
書
の...一

読
を...
お
す
ず
め.
す
る
。：
ノ(

三

- .
書
房
>
^
.......

5
、
五
四
七

.̂

—:
- :
^
:
}

-̂
:■
'.
一：
 

I:.,、
'

• 

...... 

1

0

 

一
田 

ノ
.
.
鼎
I'..
.
.

*

.'.

.

.* 

*

■'.

:

:

へ

：
：
：
'..
: .
:

.-.
:.

• 
.

:

..

:

水

野

正

.

.
ー

著

. '

::- 

■

■

『

日

本

ひ

物

価

変

動

』

：
:-
。
.
'

. 

-
■■
 

:

■
.
'

......

て：

■
'.
.

\
 

..

.

水
野
氏
の
装
本
的
な
# '

え
方
は
こ
ぅ
で
あ
る
。

‘ 

「

経
済
成
長
の
■

起
動
が
ば
投.

資
で
あ
り
.
投
資
は
生 

産
能
力
を
瑕
大.
さ
せ
る
て
と
に
よ
っ
て
物
価
を
下
落
..
 

せ
し
め
る
、
そ
の
反
而
、.総

,！

|

^

を
増
大
せ
し
め.
る
、

こ
と
に
よ
っ
て
物
価
を
騰
貴
せ
し
め
る
ご「

物
価
が 

瞵
貴
す
る
か
あ
.る
い
は
下
落
す
る
か
は
要
す
る
に
埤 

資
の
こ
の
一
一
つ
の
効
果
の
い
ず
れ
が
強
い
.か
に
よ
っ 

て
定
ま
る
。」

こ
れ
を
い
い
か
え
れ
ば
、
投
資
は
資
本 

の
堉
大
に
よ
っ
て
坐
産
性
を
上
昇
さ
せ
、.
ま
た
投
資
'
'
 

に
よ
る
総
需
翦
の
增
大
は
労
働
需
要
を
増
大
さ
せ
賃 

金
上
畀
と
な
る
か
ら
、
生
産
性
と
賃
金
上
界
と
い
ず 

れ
の
カ
カ
逛
く
働

'
<

カ
と
ぃ.
ぅ

こ

.
と

に

ょ

つ

て

物

価
0

上

下

が

決^-
^-

と

い

ヶ.

こ.

と.

で
%.
^ .

る
*.:.

し
か
し
こ
の
よ
う
な
.マ
ク
ロ
的
な
考
察
は
総
合
物

■

価

：の

動

き

を

御

2»
:

に
：
は
.

有

规

：
で

ぱ
.

あ

る

於

、
へ
：個

別

：価

V

 

..

格
■
の
動
き
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
■

い
。
こ
う
し. 

て
個
別
市
場
の
考
察
を
と
り
あ
げ
た
の.
が
、
水
野
氏 

の
貢
献
の
第
一
■

で
あ
る
。
そ
し
て
7 )
^

野

氏

は

戦

後

の
 

■
B

5g

ぬ
価
と
消
費
ま
ぬ
®
と
の
変
動
を
罾
墩
に
■

^

 

ざ

れ
. '

木
材
と
食
用
農
産
物
を
除
ぐ
へ
と
鉍
造
エ
業
ロ
叩
. ' 

は
生
産
他
が
高
く
ノ
原
沐
^ -

コ
ス
ト
も
低
下
レ
て
い..'
 

る
た
め
、—

卸
涴
物
価
の
低
下
傾
向(

安
{

疋)

を
も
た
ら 

し
て
お
り
、
'
ま
た
消
費
者
物
俪
は
、
•生
産
性
上
昇
の 

急
速
に.
は
友
ば
な
い
部
門
や
中
小
，企
業
で
騰
貴
し
で 

お
り
ノ
に
れ
ゆ
主
と
し
て
労
働
市
发
の
へ
ー
^
に
あ
ら 

わ
れ
だ
労
働
カ
不
足
の
故
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。

•

水
野
氏
の
第1

一
の
貢
献
は
、
物
価
の
：ず
う
.
勢
的
.変 

，
動

：

(

主
と
し
て
コ
ス
ト
要
因

)

と

循

環

的

変

動(

主 

.

と
^

て
需
始
要
因)

:

を
区
別
し
、
物̂

が
弾
カ
性
を
：
 

失
な
わ
な
い
た
：め
に
は
循
環
的
変
動
は
望

.
ま
し
く
、. 

す

う

勢

的

騰

貴

と

混

同

し

て

は

な

ら

な

い

こ

と

を

明

. 

ら
か.
に
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
.
こ
の
点
を.
と
く
に
水
野. 

氏
は
明
治
以
来
の
物
価
変
動
：の
検
討
か
ら
.全
体
的
視 

野
を
も
つ
て
分
析
さ
れ
てい
る

。

こ

こ

数
年
の
物
価 

上
昇
^
の.
み
気
を
う
ば
わ
れ
て
い^:
論
者
の
多
い
中 

に
-
服
の
鎮
静
剤
と
い
う
べ
.
き

で
あ
ろ
う0

.

八
ニ 

(

ー
〇
阻
ニ)

•

た
於
本
書.
は
"

一

ぃ
筲
レ
て
需
給
決
定
に
よ
る
物
価
変 

動
の
モ
デ
ル
が
と
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
は
水
野
氏
自
身 

..

の.

「

日.
本
経
済
は.
玄
だ
靠
占
段
階
に
非
ず」

と
す
る
. 

判
断
に
よ
る

-'
%

の
で
は
あ
る
が
、
管
理
価
格
に
つ
い. 

て
の
分
析
が
な
い
の
は
い
か
に
し
て
も
残
念
で
あ 

り
、
水
野
氏
に
よ
る
こ
の
問
題
へ
の
分
析
を
か
つ
望 

し
て
お
き
た
い
。
へ
双
洋
経
済
新
報
社
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福

本

和

夫

著〗

,
『

日

本

工

業

の

藜

明

期

』

;

• 

I

日
本
マ

ニ
ユ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ア
の

.

:

.

綜
合
比
較
研
究
I

 

:
' 

ゝ
㈠ 

日
本
の
マ

一
一ユ
フ
ァ

ク

チ
ユ
ア
研
究
は
、
戦
前
の 

■

服
部=

土
屋
論
争
を
中
心
と
す
る
い
わ
ゆ
る
.マ
ニ
ュ 

論
争
、
戦
時」

戦
後
に
お
け
る
比
較
経
済
史
.
産
業 

史
研
究
、
大
塚
史
学
の
方
法
の
幕
末•

維
新
期
へ
の 

適
用
と
そ.
の
具
体
化
、
最
近
：と
み
に
活
潑
と
な
っ
た 

地
方
史
研
究
等.

々

の

諸

成

果

を

通

じ

て

、
’
形

態

論

的
 

に
も
構
造
論
的
に
も
大
い
に
深
め
ら
れ
る
に
至
っ
て 

.

い
る
。
^
期
の
論
争
を
ま
の
あ
た
り
体
験
し
た
人

々

.

が
こ
れ
を
眺
め
れ
ば
、
恐
ら
く
今
昔
の
感
を
禁
じ
得 

.

.

な
い.

で
あ
ろ
う
。
し
か
も
な
お
、
往
年
の
福
灰
ィ
ズ
.
 

ム
の
提
唱
者
と
し
て
今
日
な
お
健
在
で
：あ
る
福
本
和
，
 

夫

氏

が

：、

ニ

十

年

に

及

ぶ

.

；マ
f

ュ
ッ
ァ
ク
チ
ュ
.ァ
の 

:

爽
証
的
研
究
の
結
論
と
し
て
、
日
本
マ
ニ
ュ
'フ
ァ
ク 

チ

ュ

:7
の
綜
合
，
比
較
を
目
的
と
し
た.

p

日
本
工
業
. 

...

の
黎
明
期』

な
る
著
作
を
世
に
間
わ
れ
た
意
義
は
ど
っ 

こ
に
あ
る
の
'

で
あ
ろ.
う
か
.。
 

ノ 

.

そ
れ
は
、
こ
れ
ま.
で
の
マ
-

ュ
論
の
多
く
が
、
研 

究
の
進
，む
に
つ
れ
て
問
題
意
識
：を
狭
く
限
定
し
、.

欧
' 

米
と.
の
比
較
：
綜
合
の
観
点
を
忘
れ
て
日
本
の
特
殊 

性
の
理
論
的
説
明
に
終
始
し
，
が
か
る
理
論
7!
;'至
®
 

式
に
ょ
っ
て
史
実
を
割
切
る
と
い
H
う.
醉
の
あ
っ
た
ご
，

. 

'

と
、.

し
た
が
っ
て
利
用
さ
れ
る
デ
I

タ
も
、
11

論
を
：
'.
 

論
証
す
る
た
.

め
に
、
そ
の
範
囲
も
狭
く
、
極
め
て

1
.. 

r

的
な
^

の
に
と
ど
ま
る
憾.
み.
が
'

あ
.っ
，，

た.
こ
と
.な 

ど
、
総
じ
て
マ
ュ
3-
㈱

の
®

ま
i£_

y

公

式

主

義

的
7
 

な
傾
向
に
対
し
て
、
著
者
が
強
い
反
撥
を
感
じ
ら
れ
：
 

た
こ
と
に
ム
る
か
と
思
わ
れ
る
。

:

. .
㈡

"

'
 

.

.

■:.

本
書
は
、..日
本
の
ル
ネ
シ
す
ン
ス
史
の
ー
部
を
形
ぐ 

成
ず
る
も
の
と
し
て
、

マ1

一
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
発 

達
と
そ
の
展
望
を
取
扱
っ
て
い
る
点
が
、
そ
の
異
色

^

な
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
従
来
の
こ
の
種
研
究
が
ソ

-

-

 

•
 

•
 
•

^
 

^

 

^

 

^

主
と
'

し
て
衣
料
生
産
を
中
心
と
し
た
絹
.
綿
等
の
農 

村
工
業
の
分
析
に
偏
っ
て
い
る
の
，に
対
し
て
、
あ
ま
へ 

:

り
採
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
‘

の
：な
.

い
捕
鯨.

•

製
塩
•： 

酒
r

醤
油
等
か
ち
，
機
械
：>

木
エ
：‘

木

造

船

等

の

'生 

產

財

、
.

さ

ら

に

こ

れ

ら

：
の

.

原
料
部
門
た
る
鍛
冶
*
铸 

.

物
•

▲

. ;_

.

砂
鉄
等
'

々
、'
在

来

工

業

の

：裳

他

分

身
 

野

を

網

羅

し
.

、
' 

そ

れ

ら

。

つ
，
い

て

、
；
慕

末

,.
.
維

新

期 

以
降
の
マ
ニ
ユ
ヘ
フ
ァ
ク
チ

3L

ア

形

成

：
の
：事

実

：を

確

認

.：

し
て
い
る
点
も
、
そ
の
特
色
：で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
な

.

.

.

.

.

-

 

.

か
で
、
著
者
は
、
同
じ
く
マ
- ,

ュ
フ
：ァ-
ク
チ
，ユ
ア
に

，し
て
も
、
商
人
資
本
の
支
配
す
る
問
屋
制
形
態
め
も

の

(

か

つ

て「

分
散

，
マ
'

ニ
チ」

と
い.
わ
れ
た)

で
な

.( .
い

わ

ゆ
.
る.
：

「

集

中.
マ

二
L)

'.
に
;'
と

く

に

注

意

を
 

向

け

て

：
い
-̂

よ
i
で
あ
り
、
さ
ら
に
\
> 
二.
ユ
フ
ァ 

ク
チ
ュ.
ァ
発
達
の
傍
証

:̂
し
て
、
水
軍
動
力
の.
利
用
'
 

と
連
河
開
発
に
よ
る
商
品
輸
送
と
へ
い
ぅ
事
実
が
重
視. 

さ
れ
.'
:
こ
れ
：が
西
欧
と
の
比
較
•
綜
合
研
究
の
か
な.

.

■

.,
©

■■
'
 

'

へ
'

.

-'
::.

V 
..
 

'
 
:

.

以
上
の
：ょ
ぅ
に'
本
書
：は
、•
広.
く
文
明
.史
的
な
観 

'点
：か
ら
ま
と
め
ら
、れ
た
.
日
本
：.の

^
チ
モ
フ
ブ
ク
チ
ユ 

;

ァ

技

術

史

及

び

讓

史

で

あ

り

、

こ
れ
^

の
内
容
に 

つ
V
て
の
具
体
：

i

知

識

な

し
^
、
マ
二
ュ
フ
ア
ク
チ

ュ.

ア
の
形
態
論
や
囟
式
的
な
構
造
論
の
み
を
も
0

て 

足
れ
り
と
す
る
向
き
に
は
、

一

読
さ
れ
て
お
る
ベ
き 

も
の
で.

あ
ろ
う
。
比
較
史
的
な
^

力
な
視
野
が
得
ら 

れ
る
こ
と
必
定
で
あ
る
。

:

し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
マ
ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
ユ

.

.
ア
め.
発
達
は
、
封
砠
㈣

か
ら
罾
ホ
制
へ
の
移
行
期
に 

お
^ ;
る

社

会

：経

済

聯

造

.
の
：一

つ
の
表
現
で
あ
り
、
.わ 

が.
国
の
場
合
に
お
い
て
は
、.
そ
れ
は
、
幕
藩
体
制
の 

，
解

体

、1

#

^

©

成

：立

過

程

"

移

行

期

の

構

造

の 

な
か
に
'
位
置
'
つ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
本
書
で 

‘

は
、;'
か
が
る
構
造
的
観
点
か
ら
の
マ
ー
'
3.
フ
ァ
ク
チ 

.
ュ
ア
o .
分

析

と

整

理

は
-;
.,
:

必

ず

し

も

十

分

に

行

わ

れ
 

て
い
な
：い
ょ
う
で
あ
る
。
' 
こ.
の
.点
の
配
慮
な
し
に
論 

ぜ
ら
：れ
る

マ
-

ュ.

フ
ァ
ク
チ.

ュ
ア
論
で
あ
っ
て
は
、

:

せ
ら
か
く
の
議
論
も
^

矹
の論

#
:

の
繰
返
し
に
な
る 

惧
れ
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
.
日
本
の
ル
ネ
ッ
サ
シ 

ス
史
；と
し
て
の
マ
ニ 

H

フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
史
の
把
握

.

が

、

戦

後

の

わ

が

藉

末

：：‘

維

新

史

研

究

の

諸

成

果

と
 

ど
’の
ー
ょ
う
な
関
連
に
立
づ
か
：‘

、

か

な

り

検

討

の

余 

修
を
残
す
問
題
で
あ
ろ
う
。v

.
(

未
来
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本

: :

<
ラ

く
、
産
業
資
本
と
し
て.
の
独
立
的
発
展
を
示
す
も
の
.

め
の
役
割
を
果
し
.て
い
る

？


